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海外情報

米国における野菜の2021年の
需給状況と2022年の展望

１　はじめに

米国では、２０２０年３月に始まった新
型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－
１９）パンデミックの感染拡大防止策で全
米の１１万軒超のレストランなど外食産業
が閉鎖されて２２兆米ドル（２５５２兆円）
の売上げが失われたとされている。米国で
は、食品消費量の約３分の１を家庭外での
食事が占めている中、ＣＯＶＩＤ－１９関
連の規制により外食産業を通じた野菜類の
消費が大幅に失われることとなったが、生
鮮食料品店、オンライン販売、ファーマー
ズマーケットの増加や米国農務省（ＵＳＤ
Ａ）による「農家から家庭へのフードボッ
クス（Ｆａｒｍｅｒｓ　ｔｏ　Ｆａｍｉｌｉｅｓ
Ｆｏｏｄ　Ｂｏｘ）」プログラムおよび「緊
急食料援助」プログラム向けの政府調達に
よって、２０２０年の野菜などの消費量の
損失はほぼ完全に相殺されている。
ＣＯＶＩＤ－１９のパンデミックは未だ
に終息していないが、各種関連規制は徐々
に緩和されており、各種経済活動はパンデ

調査情報部

米国の野菜産業は、トマトやばれいしょといった輸出品目が西部の干ばつによって減
少したものの、ＣＯＶＩＤ－１９関連の規制による外食産業の需要減やサプライチェー
ンの混乱にもかかわらず、全体としては順調に推移した。２０２２年には増産が見込ま
れているが、天候など不確実要因が多い。

【要約】

ミック以前の状態に向けて回復が進められ
ており、野菜の生産・貿易についても天候
や流通などに問題がなければ、平年並みと
なることが期待されている。
日本は、ブロッコリーやセロリなどの生

鮮野菜のほか、トマトピューレなどのトマ
ト加工品、冷凍ばれいしょなど多くの野
菜・野菜加工品を米国から輸入しており、
米国の野菜の生産動向が日本へ及ぼす影響
は大きい。このようなことから、今回は、
ＵＳＤＡが毎年２回（春・秋）公表してい
る「Ｖｅｇｅｔａｂｌｅ ａｎｄ Ｐｕｌｓｅｓ 
Ｏｕｔｌｏｏｋ」（以下「野菜アウトルック」
という）の最新版（２０２１年１１月１９
日公表）を基に米国の野菜の需給を巡る
２０２１年の状況と２０２２年の見通しを
報告する。

なお、本稿中の為替レートは、１米ドル
＝１１６円（注）を使用した。

（注）�三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会
社「月末・月中平均の為替相場」の２０２２
年１月末TTS相場。
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２　�２０２１年の生産および価格の概況：
干ばつの影響が広範におよぶ（表１）

２０２１年は猛暑と乾燥気候により、主
要作物の一部で生産量が減少した。猛暑は、
ばれいしょやトマトの単収に悪影響を与
え、かんがい用水の不足（特にカリフォル
ニア州）により、加工用トマトなどの収穫
面積が減少した。農業を始め各種経済活動
に影響を与えているサプライチェーン（供
給網）の問題は、野菜においては、トラッ
クや運転手の不足、圃

ほじょう

場作業などの労働者
不足、パレットなどの入手困難によって妨
げられることがあった。米国の野菜輸出入
は、北米内での輸送が多いため、港湾問題
の影響は小さく、出荷遅延の大半はトラッ
ク関連や荷役場の積載遅延が原因となって
いる。

ＵＳＤＡ全米農業統計局による野菜生産
者受取価格指数は、２０２１年１～９月の
間に１８％ 下落した。非有機野菜で出荷
価格の下落幅が大きかったのは、ブロッコ
リーの２９％ とピーマンの２５％ であっ
た。有機野菜で出荷価格の下落幅が大き
かったのは、ブロッコリー（３４％）、長
ねぎ（Ｇｒｅｅｎ ｌｅｅｋ ｏｎｉｏｎ）

（３３％）、赤キャベツ（３２％）であった。
２０２１年１〜９月の野菜供給量（国内

産・輸入品）は、前年同期比７％ 増だった。
供給量の増加分のほとんどは、輸入野菜の
増加によるものであり、同期間における野
菜の輸入量は、同１０％ 増となった。レ
タスの輸入量は、前年の２５万４０００ト

ンから３１万１０００トンへと同２３％
増加し、輸入量全体の増加に寄与した。
トマト加工品の供給は、２０２１年の作

付面積、単収、生産量が予想を下回り、繰
越在庫も少ないため、前年同期を下回って
いる。こうした中、国内需要と輸出が比較
的堅調に推移していることから、２１年の
トマト製品の卸売価格は前年比で上昇して
いる。２０２１年８月の最新のデータによ
ると、ソース、スープ、ケチャップの製造
に必要とされる天然トマト可溶固形分（Ｎ
ＴＳＳ）３１％の業務用トマトペースト
の価格は、前年同月比２８％高となって
いる。これは２００９年１月以降の最高値
であり、８月としては１９８９年以降の最
高値であった。

２０２１／２２年度（９月～翌８月）産
のばれいしょには、価格を押し上げる需給
要因が揃っている。上昇要因としては、作
付面積が少ないこと、北米の加工需要が強
いこと、ＣＯＶＩＤ－１９のパンデミック
後の国際需要の急増が米国の輸出需要を押
し上げていることが挙げられる。この結果、
２０２１／２２年度のばれいしょの平均単
価は、加工用ばれいしょの供給難と加工業
者の生鮮市場からの調達難が相まって、史
上初めて１００ポンド当たり１０米ドル

（１キログラム当たり２６円）を超えると
予想されている。なお、２０２１年９月の
ばれいしょ価格（生鮮・加工）は、前年同
月比１７％ 高の同１４米ドル（同３６円）
と見込まれている。
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表１　２０１８～２１年の野菜産業の概観（注１）

項目 2018年 2019年 2020年 2021年（注２） 2021年の
前年比（%）

収穫面積（単位：千ヘクタール）
野菜（生鮮・加工用） 1,006 954 941 966 2.6
ばれいしょ 411 379 369 381 3.4
その他（注３） 1,450 1,265 1,399 1,346 ▲ 3.5
合計 2,867 2,598 2,709 2,692 ▲ 0.6

生産量（単位：千トン）
野菜（生鮮） 16,556 16,420 16,057 16,556 3.1
野菜（加工用）（注４） 16,465 14,742 14,968 14,288 ▲ 4.6
ばれいしょ 20,412 19,232 19,051 18,733 ▲ 1.6
その他 3,266 2,858 3,357 2,313 ▲ 21.3
合計 56,472 53,297 53,433 51,845 ▲ 3.0

生産額（単位：億円）
野菜（生鮮） 12,363 13,315 12,783 12,026 ▲ 5.9
野菜（加工用） 2,514 2,240 2,321 2,181 ▲ 6.0
ばれいしょ 4,631 4,875 4,521 5,063 12.0
その他 2,575 2,376 2,748 2,487 ▲ 9.5
合計 22,281 23,091 22,594 21,951 ▲ 2.8

単価（単位：円／ｋｇ）
野菜（生鮮） 75 82 80 73 ▲ 8.8
野菜（加工用） 15 15 16 15 ▲ 1.5
ばれいしょ 23 25 24 27 14.0
その他 51 51 54 75 18.4
野菜全体 39 43 42 42 0.1

輸入額（単位：億円）
野菜（生鮮） 9,190 9,842 11,013 11,563 5.0
野菜（加工用） 3,718 3,658 4,114 4,648 13.0
ばれいしょ 1,747 1,768 2,005 2,366 18.0
その他 784 777 918 1,015 9.0
合計 15,438 16,045 18,050 19,592 8.5

輸出額（単位：億円）
野菜（生鮮） 2,673 2,765 2,666 2,717 1.9
野菜（加工用） 2,585 2,539 2,356 2,687 14.0
ばれいしょ 2,066 2,225 1,936 2,304 19.0
その他 673 768 954 1,013 12.1
合計 7,996 8,297 7,912 8,719 10.2

1人当たり供給量（単位：ｋｇ）
野菜（生鮮） 68.0 64.5 66.7 68.1 2.0
野菜（加工用） 53.3 50.2 53.1 46.1 ▲ 13.1
ばれいしょ 53.4 51.1 52.2 51.4 ▲ 1.6
その他 7.8 6.4 6.0 5.4 ▲ 9.1
合計 182.4 172.1 178.1 171.0 ▲ 4.0

資料：USDA「野菜アウトルック」を基に機構作成
注１：四捨五入の関係で、表中の数字を合計しても必ずしも「合計」とは一致しない。
　２：USDA経済調査局による推計値。
　３：その他には豆類（乾燥品を含む）およびマッシュルームが含まれる。
　４：缶詰、乾燥、冷凍を含むが、ばれいしょおよびマッシュルームを含まない。
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　米議会は、長年にわたり待望されてきたインフラ整備に関する法案を超党派で採択 

し、総額１兆２０００億米ドル（約１３９兆円）にの 

ぼる同法案が２０２１年１１月１５日に行われた大

統領署名式典での署名によって法律として成立した。

同式典には、米国の野菜業界団体であるユナイテッ

ド・フレッシュのトム・ステンゼル会長（写真）も

出席し、新法が道路、橋、港湾および極めて必要度

の高い西部州の水路など水インフラ投資など、生鮮

食品のサプライチェーンを支える改善を提供するで

あろうと述べ、野菜業界の同法への期待を示した。

新法は、現在も収束していないサプライチェーンの

混乱に対処するための政府の行動にも期待されている。

ホワイトハウスの声明によると、新法の柱の１つに港湾・水路整備予算１７０億米ドル

（約１兆９７２０億円）と空港整備予算２５０億米ドル（約２兆９０００億円）が含まれ

ており、これにより流通の遅滞、流通経路上の混雑および低炭素排出技術の導入による

大気汚染などが削減されるとされている。また、各種施設の近代化により、米国のサプ

ライチェーンが強化され、流通上のボトルネックが解消されることによって、米国の競

争力の強化になることが期待されている。

給量に影響が出ている。２０２１年１〜９
月には、輸入野菜が増加する一方で、作付
面積の減少や猛暑など天候不順の影響を反
映してほとんどの野菜の生産量が減少した。

市場供給量の増加分のほとんどは、輸入
品の増加によるものであり、２０２１年
１〜９月の米国産と輸入品の合計供給量は
前年同期を上回っている。この間の各月の
主要輸入野菜の供給量は、いずれも前年同
月を上回っている。輸入トマトの生鮮品と

３　生鮮野菜の状況

（１）生産状況（表２）
米国西部では干ばつが続いており、米国

海洋大気庁は、干ばつの影響はカリフォル
ニア州を中心に西部地域の９０％ 以上に
及んでいるとしている。カリフォルニア州
の野菜は、ほぼ全てがかんがい圃場で生産
されているが、かんがい用水の減少により、
生産する野菜の種類、作付面積、単収、供

【コラム１】　�歴史的な大規模インフラ整備新法の導入により、
サプライチェーンの混乱収束に期待
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しての供給量は、前年同期比１８％ 増と
なったほか、セロリ、たまねぎ、にんじん、
レタス、キャベツも大幅に増加した。これ
とは対照的に、米国産野菜の生鮮品として
の供給量は、キャベツの同４％ 増、ロメ
インレタスの同１. ６％ 増など少数の品目
を例外として、ほぼ全ての品目で前年同期
を下回った。野菜の主要品目のうち、前年

同期比で米国産の供給量が最も大幅に減少
したのは、にんじんの同１７％ 減と葉レ
タスの同１４％ 減であった。

なお、ばれいしょとさつまいもは生産量
および生鮮品としての供給量の多い品目で
はあるが、集計年度が異なるため、表２か
ら除外されている。

表２　主要野菜の供給量
（単位：千トン、％）

品目 ２０２０年（１〜９月） 2021 年（１〜９月） 前年同期比
国産 合計 国産 合計 国産 合計

たまねぎ 1,585.6 1,852.0 1,540.1 1,921.0 ▲ 2.9 3.7
結球レタス 859.6 929.1 827.6 908.0 ▲ 3.7 ▲ 2.3
ロメインレタス 719.0 744.2 730.1 730.5 1.6 ▲ 1.8
トマト（各種） 566.2 1,816.0 555.1 2,036.8 ▲ 2.0 12.2
セロリ 560.1 626.5 542.5 623.3 ▲ 3.1 ▲ 0.5
にんじん 354.8 466.3 293.9 485.3 ▲ 17.2 4.1
スイートコーン 314.5 372.6 298.3 372.9 ▲ 5.2 0.1
キャベツ 250.9 295.3 261.3 368.5 4.1 24.8
ブロッコリー 234.9 429.1 229.5 452.4 ▲ 2.3 5.4
ピーマン 196.5 658.3 185.3 744.4 ▲ 5.7 13.1
カリフラワー 196.4 209.0 188.2 232.9 ▲ 4.2 11.4
きゅうり 89.8 742.0 94.8 914.7 5.6 23.3
葉レタス 70.5 71.0 60.6 60.6 ▲ 14.0 ▲ 14.0
かぼちゃ 50.8 366.6 51.4 403.7 1.1 10.1
ほうれんそう 40.8 54.2 40.4 59.9 ▲ 0.9 10.5
芽キャベツ 33.0 88.9 35.9 105.1 8.8 18.2
はくさい 25.2 41.4 18.1 21.7 ▲ 28.2 ▲ 47.5
とうがらし 7.1 371.4 6.4 483.2 ▲ 9.6 30.1
主要品目合計 6,155.7 10,133.8 5,959.7 10,924.8 ▲ 3.2 7.8

資料：USDA「野菜アウトルック」を基に機構作成
　注：2021年9月のデータは速報値。

（２）貿易状況
米国は、野菜の純輸入国である。次の図

には、きゅうり、ピーマン、レタスの輸入
量が２０１８年から２０２０年までの間に
増加していることが示されているが、生鮮
野菜の輸入量の増加傾向は、長期的な傾向
である。

２０２１年１〜９月の野菜の輸入量は、
前年同期に比べて増加傾向（前年同期比
１０％ 増）にある（表３）。これを品目別

にみると、さつまいもが前年の７０００ト
ンから３万３０００トンへと大幅に増加

（同３６１％ 増）しており、続いてレタス
が２５万４０００トンから３１万１０００
トン（同２３％ 増）と大幅に増加している。
同期間に輸入量が減少した唯一の野菜は、
ばれいしょであり３０万トンから２８万 
６０００トンに減少している。

同期間には、野菜の輸出量も前年同期よ
り７％ 増加した。品目別に見ると、最大
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の輸出品目はばれいしょであり、３７万 
１０００トンから４４万３０００トンへ
１９％ 増加し、スイートコーンは５万 

５０００トンから６万トンへ１０％ 増加
した。同期間に輸出量が減少した生鮮野菜
は、セロリとにんじんのみであった。

図　生鮮野菜の輸入量の推移
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表３　生鮮野菜1の輸出入量の推移
（単位：千トン、％）

品目 2020 年 1～ 9月 2021 年の前
年同期比2018 年 2019 年 2020 年 2021 年

輸入
トマト 1,838 1,437 1,407 1,389 1,495 7.6
きゅうり 995 696 735 730 787 7.7
ピーマン 756 542 560 582 646 11.2
たまねぎ 561 431 380 416 494 18.7
かぼちゃ 548 345 374 371 386 4.1
とうがらし 440 317 317 314 374 19.3
レタス 372 205 265 254 311 22.5
アスパラガス 266 200 199 205 231 12.3
ブロッコリー 246 134 162 169 178 5.4
にんじん 212 162 164 156 172 10.7
その他その他 1,499 953 1,072 1,100 1,190 8.1
小計小計 7,733 5,423 5,635 5,686 6,264 10.2
ばれしょ 420 312 233 300 286 ▲ 4.7
マッシュルーム 81 49 55 59 64 7.5
さつまいも 9 10 9 7 33 360.7

合計 8,243 5,793 5,932 6,053 6,646 9.8
輸出
たまねぎ 337 199 259 212 221 4.3
レタス 320 243 246 243 250 3.2
カリフラワー 108 98 82 85 92 8.3
セロリ 106 83 66 78 72 ▲ 8.0
にんじん 94 81 77 79 78 ▲ 1.3
トマト 66 61 58 49 52 6.3
スイートコーン 61 62 52 55 61 10.1
その他 474 380 373 350 375 7.2
小計 1,565 1,207 1,215 1,152 1,202 4.4
ばれいしょ 473 357 420 371 443 19.2
さつまいも 261 232 190 209 213 1.7
マッシュルーム 8 6 6 5 5 3.7

合計 2,308 1,801 1,831 1,738 1,863 7.2

資料：USDA「野菜アウトルック」を基に機構作成

資料：USDA「野菜アウトルック」を基に機構作成
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米国は、世界１２５カ国超から生鮮野菜を輸入しているが、２０２０年の生鮮野菜輸入量

の７７％はメキシコから、１１％はカナダからであった（コラム２-図参照）。両国の生産

者は、温室栽培や有機栽培野菜の輸出によって、米国の野菜市場でのシェアを拡大して

いる。

米国の消費者は、スーパーで販売される生鮮野菜に通年供給を求めるようになってい

る。１９９８年から２０２０年の間に、野菜の輸入量は２００％近く増加し、輸入額は輸出額

を大幅に上回り金額面でも１０年前の２倍以上となっている。

輸入時期の変化で輸入生鮮野菜の市場における位置づけが変化
米国産野菜の生産時期にも野菜の輸入が増加するようになった。輸入業者が米国への

輸入時期を拡大するのに伴い、多くの伝統的な米国産野菜の市場が侵食されている。

２００８年から２０２０年にかけて、輸入品は通常より早い時期から市場に供給され、輸入

品の供給時期が翌シーズンにまで拡大されている。これにより、夏野菜と冬野菜の仕分

けがますます曖昧になり、輸入により両方の野菜がほぼ１年中供給されている。

以前は、国内供給が制限される冬、秋、春先に輸入品が米国での供給を補完していた

が、温室栽培や暖地で生産された輸入品が国内産供給の開始期と終期に米国産の供給に

上乗せして供給されることが増えている。

【コラム２】　�メキシコとカナダからの生鮮野菜の輸入は引き
続き増加

コラム２-図　米国の生鮮野菜の輸入量および割合の推移
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資料：USDA／ERSから機構作成
注１：生鮮野菜に、ばれいしょ、豆類（乾燥品を含む）およびマッシュルームは含まれない。
　２：グラフ中の数字は輸入量に占めるメキシコ・カナダの割合（％）
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４　加工野菜の動向

（１）暑熱と干ばつにより加工用トマトの
生産量が減少

２０２１年の加工用トマトの生産量は、
前年比２％減の１０５２万トンと推計さ
れている。カリフォルニア州農業統計局が
８月末に公表した見通しによると、
２０２１年における同州の加工用トマトの
出荷量は、前年を２％下回る１００７万
トンとなっている。加工業者は、当初、前
年よりも作付面積を増やし、生産量を増や
すことを計画していたが、干ばつが続きか
んがい用水の確保が困難なことが主な要因
となって州内の収穫面積がわずかに減少し
た。カリフォルニア州の単収は、２０１９
年以降横ばいで推移しており、２０２１年
は前年より１％ほど少ない１ヘクタール
当たり１０９. ６２トンとなることが予想

されている（表４）。過去３年にわたり、
干ばつ、過度の暑熱、山火事の煙、病虫害
が重なり、同州のトマト生産量が制限され
ていた。
カリフォルニア加工用トマト諮問委員会
によると、２０２１年１０月１０日の週ま
でのカリフォルニア州の生産量は、前年同
期比２％減の９６２万トンであった。同
委員会は、さらに４５万トンが他州（主に
中西部）で生産されると予想している。
２０２１年の単収・生産量が予想を下回
り、期首在庫が低水準であるため、トマト
加工品の供給量も２０２０年より減少して
いる。国内需要や輸出が比較的堅調に推移
していることから、トマト製品の卸売価格
は上昇している。ソース、スープなどの製
造に必要な業務用トマトペーストの価格
は、２０２１年８月現在、前年同月比
２８％高となっている。

米国の野菜生産者にとって夏季は重要な販売時期であったが、その夏季にメキシコか

らの輸入量が過去１５年間で大幅に増加している。

貿易協定と為替が野菜の輸入を下支え
野菜の輸入量の増加は、貿易協定の影響もある。米国・メキシコ・カナダ協定（ＵＳ

ＭＣＡ）により、北米３カ国間では野菜を無関税で取引することができる。さらに、為

替も輸入野菜の価格に好影響を与えている。輸入先国が米国と同様の価格設定であれば、

米ドル高により輸入品が割安となる。米ドルはメキシコペソに対して過去２０年間米ド

ル高傾向にあり、２０１０年～２０２０年の間に７０％の米ドル高となっており、カナダドル

に対しても３０％の米ドル高となっている。
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（２）２０２２年のトマト生産量が増加の
見込み

低い在庫水準とトマト製品価格の上昇に
より、２０２２年には加工業者の増産意欲
が再び高まることが見込まれる。必要な原
料を確保するため、加工業者は生産者に対
して、長期間の干ばつと投入資材価格の上
昇による生産コストの上昇を相殺できる魅
力的なトマトの契約価格を提示する可能性
がある。肥料や殺虫剤などの投入資材は、
生産者が高い単収を達成し、長期的な収益
性を維持するために不可欠である。次の栽
培期には、カリフォルニア州におけるかん
がい用水の確保・価格がより重要な課題と
なるとみられる。ラニーニャ現象が続き、
カリフォルニア州山岳部の積雪量が平年以
下となった場合、２０２２年の表層かんが
い用水は著しく制限され、地下水位の低下
による揚水コストが上昇することが考えら
れる。

（３）加工野菜の輸入が増加
為替の変動や国際競争の激化もあり、米

国は過去５０年のうち３４年間は加工野菜
の純輸入国であり、最後に純輸出国となっ
たのは２０１５年であった。加工野菜の輸
入額は、２０２０年に輸出額を１６億米ド
ル（１８５６億円）上回り、２０２１年は
さらにこれを上回る可能性が高い。
２０２１年１〜９月の加工野菜全体の輸入
額は、前年同期比１３％増の４３億米ド
ル（４９８８億円）だった。加工野菜の多
くは、カナダ、メキシコ、中国から輸入さ
れている。同期間の輸入額には、以下のよ
うな特徴がある。
・�缶詰（調製・保存）は、マッシュルー
ム類、ピーマン、トマト製品などが中
心となって、前年同期比１３％増の
１５億米ドル（１７４０億円）となっ
た。トマト製品は、２０２２年にも主
要な輸入増加要因になる可能性がある。
・�冷凍野菜は、フライドポテト用ばれい
しょなどが中心となって、同１１％

表４　カリフォルニア州における加工用トマトの生産状況

年
収穫面積 単収 使用された生産物 単価（注１） 価額

（千ヘクタール） （トン／ヘクタール） （千トン） （円／トン） （億円）
2000～ 04 111.0 83.2 9,236.2 7,351 995.7
2005～ 09 115.7 89.2 10,327.7 9,341 964.7
2010～ 14 107.4 106.5 11,428.3 10,493 1,199.2
2015～ 19 100.4 110.3 11,057.1 10,784 1,192.5

2015 119.8 108.7 13,046.1 11,892 1,549.3
2016 104.4 109.8 11,473.1 11,035 1,266.0
2017 89.8 105.6 9,492.7 10,357 983.2
2018 95.5 116.8 11,144.0 10,102 1,125.7
2019 92.3 110.1 10,148.0 10,230 1,038.1
2020 92.3 111.2 10,262.3 10,613 1,089.1

2021（注２） 91.9 109.6 10,069.7 11,380 987.9

資料：USDA「野菜アウトルック」を基に機構作成
注１：加工処理場の買入価格。
　２：USDA経済調査局による推計値。
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増の２１億米ドル（２４３６億円）と
なった。干ばつで短縮された２０２１
年のばれいしょ生育期間と価格の上昇
により、世界の冷凍ばれいしょ貿易に
おける米国の輸入は拡大することにな
るとみられる。
・�乾燥野菜は、ポテトフレーク、ばれい
しょでん粉等の製品が中心となって、
同１７％増の７億６０００万米ドル
（８８１億６０００万円）となった。

２０２１年１～９月の缶詰、冷凍、乾燥
の各分類の輸出額は、それぞれ前年同期を
上回った。２０２０年の加工野菜全体の輸
出先上位３カ国は、金額ベースで、カナダ
（２８％）、日本（１５％）、メキシコ（１４％）
である。同期間の輸出額については以下の
ような特徴がある。
・�缶詰の輸出額は、トマト製品、ピクル
ス、ジュースが中心となって前年同期
比１３％増の１５億米ドル（１７４０億
円）となった。
・�冷凍野菜の輸出額は、フライドポテト
とスイートコーンが中心となって、同
２１％増の１１億米ドル（１２７６億
円）となった。これを輸出先国別にみ
ると、冷凍野菜輸出額の２３％を占
める日本向けは、同４％増となった。
第２位のメキシコ（同９０％増）と
第３位のカナダ（同３％増）向けも
それぞれ増加した。メキシコ向けの急
増は、フライドポテト等の増加による
ものである。
・�乾燥野菜の輸出額は、ポテトチップス
やたまねぎパウダーなどが大きく寄与
し、同５％増の３億９８００万米ド

ル（４６１億６８００万円）となった。
乾燥野菜の輸出先上位３カ国のうち、
首位のカナダ向けは横ばいであり、第
２位の日本向けは同２％減となって
いる。第３位のメキシコ向けは、主に
ポテトフレークとでん粉の増加により
同１５％増となった。

５　個別品目の状況：ばれいしょ

本項では、米国産野菜の中で単一品目と
しては最も輸出量の多いばれいしょの動向
を紹介する。なお、日本へのばれいしょの
生の塊茎の輸入には厳格な植物検疫上の要
件が課せられているため、試験研究などの
目的を除き経済的には現実的ではなく、日
本の輸入品はほぼ全てが加工品となってい
る。

（１）暑熱と干ばつにより生産量が減少
ＵＳＤＡの１１月の作物生産報告による

と、２０２１年の米国のばれいしょは、調
査対象１４州で前年同期比２％減と４年
連続での減少となった（表５）。干ばつと
夏季の猛暑が相まって、主要生産州の単収
が低下し、全米平均の単収は、過去最高だっ
た２０２０年を５％下回る１ヘクタール
当たり４９．０９トンであった。ばれいしょ
生産上位２州（アイダホ州：前年比７％
減、ワシントン州：同９％減）での単収
低下は、米国の供給と価格に対する影響が
大きい。アイダホ州とワシントン州は、合
計で全米の生産量の５５％を占めている。
世界の野菜の需要がＣＯＶＩＤ－１９の

パンデミックから回復を続ける中、米国の
ばれいしょは、２年連続で過去５年平均を
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６％下回る不作となったことから、増産
への期待が高まり、２０２１年春の作付面
積は前年比４％増となった。冷凍フライ
ドポテトなどの主要加工品の国内外での需
要がパンデミック前の水準に向かっていた
ため、作付増加分の大半は加工用に仕向け
られる予定であった。２０１７年農業セン
サスによると、現在、全米の推計プログラ
ムから除外されている州が、生産統計上の
収穫面積に９％を上乗せする面積を有し
ており、このうち約３分の２が加工用とさ
れポテトチップ工場が主な出荷先となって
いる。統計除外分の単収が推計値に近いも
のと仮定すると、さらに１８１万〜
２２７万トンのばれいしょがさまざまな地
域の市場にあり、残り約３分の１が生食用
となっている。

（２）２０２１年度の価格は上昇の見込み
（表６）
２０２０年度（９月～翌８月）米国産ば
れいしょの平均価格は、前年度比６％安

の１００ポンド当たり９. ３０米ドル（１
キログラム当たり２４円）であったが、
２０２１年度については、価格上昇の要素
が揃っている。それは、生産量の低下、北
米の強い加工需要、国際需要の急増による
米国産の輸出需要の増加などが挙げられ
る。この結果、米国内でばれいしょの供給
がひっ迫し、加工業者が生鮮市場向けのば
れいしょを優先的に買い入れてしまうた
め、２０２１年度のばれいしょの平均価格
は、史上初の同１０米ドル（同２６円）を
超え、過去最高値となると予想される。
２０２１年度の生食用のばれいしょの価
格は、２０１９年の高値（１３. ６０米ド
ル：同３５円）を上回り、記録的に高値で
あった２００８年の平均価格である同
１４. ４４米ドル（同３７円）に近づくか
それを上回る可能性があると予想される。
２０２１年９月のばれいしょの価格（生
鮮・加工用）は、前年同期比１７％高の
同１４. ００米ドル（同３６円）となって
いる。このような高値が緩和する要因とな

表５　米国のばれいしょ生産状況（２０００年〜２０２１年）

年
収穫面積 単収 総生産量 単価（注１） 価額

（千ヘクタール） （トン／ヘクタール） （千トン） （円／ｋｇ） （億円）
2000～ 04 505.9 41.7 21,078.3 15.3 3,233
2005～ 09 438.6 44.6 19,567.9 20.0 3,911
2010～ 14 433.1 45.8 19,840.0 23.6 4,647
2015～ 19 413.2 48.9 20,180.2 23.4 4,730

2015 433.4 47.0 20,348.0 22.5 4,572
2016 419.9 48.6 20,425.2 23.2 4,745
2017 422.7 48.4 20,452.4 23.4 4,794
2018 410.7 49.7 20,411.6 22.8 4,647
2019 379.3 50.8 19,250.4 25.4 4,892
2020 369.0 51.7 19,050.8 23.8 4,532

2021（注２） 381.3 49.1 18,742.3 27.1 5,080

資料：USDA「野菜アウトルック」に基づき機構作成
注１：全ての販売方式による生産者の手取り金額の平均金額。
　２：USDA経済調査局による推計値。
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るのは、記録的な生産量となったカナダか
らの輸入増である。
加工用ばれいしょの価格は長い間、緩や
かで安定した伸びを示し、生産者にばれい
しょの需要と価格設定のための強力な基盤
を提供してきた。しかし、加工用ばれいしょ
の価格は、その多くが契約によって決定さ
れるという性質上、生鮮品とはかなり異な
る価格変動を示すことが多い。
２０２１年度のように加工用ばれいしょ
の生産量が不足すると、加工業者は加工に

適した品種を中心に一般市場から生鮮ばれ
いしょを調達して必要量を確保することが
ある。これが行われると生食用ばれいしょ
の価格が上昇する可能性がある。需要に悪
影響を与えるパンデミック対策による規制
がないと仮定した場合、２０２１年度はこ
の状況になると予想される。

（３）２０２２年度産の作付面積は増加の
見込み

２０２１年度のばれいしょ価格が高めに

表６　ばれいしょの生産者価格指数（注１）および小売価格（２０２０，２０２１年）

項目
2020 年 2021 年 2021 年第 4四半期の

変化（％）四半期 四半期
第 1 第 2 第 3 第 4 第 1 第 2 第 3 第 4（注１０） 前期比 前年同期比

生産者価格指数
生食用（注２） 139.8 122.1 128.1 106.6 100.7 99.9 132.5 131.6 ▲ 0.7 23.5

小豆色のもの（注３） 229.8 192.1 221.8 169.7 154.5 160 209.6 220.9 5.4 30.1
赤色のもの（注３） 265.8 261.5 213.9 196.5 181.7 174.8 216.4 196.8 ▲ 9 0.1
白色のもの（注３） 229.4 248.6 161.4 250.6 239.8 189.6 259.9 206 ▲ 20.7 ▲ 17.8
黄色のもの（注４） 159.2 -- 128.6 155.9 136.8 135.2 136.8 110 ▲ 19.6 ▲ 29.4

冷凍品（注５） 263.8 263.8 265.1 267.8 266.8 264.8 264.8 267 0.8 ▲ 0.3
チップス及びスティック（注６） 125.4 125.3 125.3 125.7 126.7 126.9 127.3 131.3 3.1 4.5

消費者物価指数
生食用（注７） 371.1 392.9 390.7 360.7 374.4 377.7 388.7 370.8 ▲ 4.6 2.8

小売価格（注８）

生鮮、白色のもの 0.79 0.85 0.84 0.77 0.78 0.77 0.79 0.79 0.3 3.1
チップス 4.57 4.98 5.07 5.07 5.01 5.01 5.06 5.3 4.8 4.6

小売広告価格（注９）

生鮮、小豆色のもの 0.486 0.504 0.502 0.488 0.506 0.477 0.479 0.46 ▲ 4 ▲ 1.6
生鮮、赤色のもの 0.688 0.706 0.683 0.63 0.639 0.647 0.651 0.64 ▲ 1.7 1.7
生鮮、黄色のもの 0.645 0.733 0.688 0.64 0.689 0.655 0.662 0.62 ▲ 6.4 ▲ 3
生鮮、白色のもの 0.549 0.597 0.565 0.536 0.529 0.706 0.563 0.54 ▲ 4 0.7

資料：USDA「野菜アウトルック」を基に機構作成
注１：季節調整は行っていない。
　２：2011年を100とする。
　３：1991年を100とする。
　４：2015年を100とする。
　５：1982年を100とする。
　６：2007年を100とする。
　７：1982～1984年を100とする。
　８：労働省労働統計局による統計。
　９：�非有機の5ポンド容のものの1ポンド当たりの価格としてマーケットニュースが報告した週間小売広告価格の平均。
　１０：USDA経済調査局による推計値。
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予想されると、２０２２年春に作付けされ
る面積の増加要因となる。同年が平年並み
の天候となり、かんがい用水の供給が順調
であれば、単収はこれまでの傾向に沿って
過去最高の１ヘクタール当たり５１. ６７
トンに近づくであろう。高い単収、競合畑
作物の価格低下、作付面積の増加が現実と
なれば、２０２２年度は生産量の増加と生
食用ばれいしょ価格の低下が見込まれる。

加工業者と契約農家の価格交渉はすでに
始まっており、それは２０２２年産ばれい
しょの作付け増加要因となると見込まれて
いる。２０２２年度産の契約価格を上げる
３つの要素は、前年度の原料生産減による
製品の期首在庫の低下、国内・国際需要の
強さ、農業投入財価格の高騰である。エネ
ルギー系投入資材（燃料、肥料、農薬など）、

労働力、その他ほとんどの投入資材の大幅
な価格上昇と、これらの増減による単収へ
の影響を考慮し、生産者は加工用ばれい
しょの契約価格の大幅な値上げを求めてい
る。

（４）輸出入額は過去最高に
２０２０年度の米国産のばれいしょおよ

びばれいしょ製品（でん粉を含みデキスト
リンを除く）の輸出額は、前年度比９％
増の１８億９０００万米ドル（２１９２億 
４０００万円）となった。輸出量は、乾燥
ばれいしょを除く各品目で増加した（表
７）。冷凍ばれいしょ需要の急増により、
２０２０年度にはメキシコが日本に代わっ
て米国産ばれいしょ製品の最大の輸出先国
となった（輸出額の２１％）。同年度のメ

表７　ばれいしょ（生鮮・加工）の輸出入量（製品重量）の推移（注１）

（単位：千トン、％）
品目 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 増減（注２）

輸出
生食用 496.5 448.1 531.1 463.5 547.8 18
冷凍合計 1,030.1 1,017.0 1,042.9 930.7 1,048.3 13
フライドポテト 916.7 901.7 921.3 819.3 908.5 11
その他 113.4 115.3 121.6 111.4 139.8 26

ポテトチップス 51.1 48.8 48.8 45.0 51.0 13
乾燥、脱水、でん粉 99.4 91.8 96.3 102.8 92.8 ▲ 10
その他保存加工品 36.7 40.6 43.5 43.6 44.1 1
種いも 50.2 17.5 28.2 29.8 34.1 14
合計 1,764.0 1,663.9 1,790.8 1,615.4 1,818.0 13
輸入
生食用
冷凍合計 425.8 420.1 335.2 410.1 407.1 ▲ 1
フライドポテト 927.5 1,001.7 972.7 1,040.9 1,177.7 13
その他 839.0 899.1 850.8 859.1 987.9 15

ポテトチップス 88.5 102.6 121.9 181.8 188.1 4
乾燥、脱水、でん粉 17.8 20.5 23.9 25.9 31.7 23
その他保存加工品 189.1 209.6 210.4 238.5 270.8 14
種いも 75.2 69.5 70.0 70.3 72.9 4
合計 1,635.3 1,721.4 1,612.3 1,785.7 1,960.2 10

資料：USDA「野菜アウトルック」を基に機構作成
注１：ばれいしょ年度は9月から翌年8月まで。
　２：2020年度輸出入量の前年度比の増減率。
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キシコ向け冷凍ばれいしょ製品の輸出量は
前年度から倍増し、輸出額では前年度比
８９％増の２億６３００万米ドル（３０５億�
８００万円）となった。２０２０年度のば
れいしょ輸出先上位国は、日本（同
１９％）、カナダ（同１７％）、韓国（同７％）、
フィリピン（同５％）であった。

（５）２０２０年度産ばれいしょの仕向け
先（表８）

２０２０年度産のばれいしょの出荷量
は、生産量が少なかったため前年度比１％
減、直近数年間の平均を５％ 下回る
１７７８万トンとなった。
パンデミックによる家庭料理用需要や政
府調達により、数十年にわたって低下傾向
にあった生食用ばれいしょの出荷量は、前

年度比３％増の４５９万トンとなった。
２０２０年度の加工利用に関する主な動

向は以下のとおりとなっている。
・�冷凍フライドポテト向けは同４％減
となったが、国内外での外食向け販売
の減少にもかかわらず、加工ばれい
しょの５６％を占めた。
・�パンデミックによって保存性の高い製
品が買いだめされたことや在宅勤務に
よるポテトチップス需要の増加（多く
のポテトチップスは脱水ばれいしょを
還元して製造）が要因となって、脱水
工程用の仕向け量が同８％増となっ
た。
・�缶詰製造用の仕向け量は、数十年にわ
たり低下傾向にあったが、スープやシ
チューの需要が高まったことで店舗や

表８　米国産ばれいしょの仕向け先の推移（注１）

（単位：千トン、％）
仕向け先 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 増減（注４）

総出荷量（注２） 19,006 19,114 19,069 17,908 17,781 ▲ 1

生食用 5,180 4,980 4,831 4,441 4,590 3

加工用（注３） 12,968 12,796 13,531 12,850 12,692 ▲ 1

冷凍フライドポテト 7,121 7,067 7,398 7,366 7,058 ▲ 4

その他冷凍 576 626 726 535 499 ▲ 7

ポテトチップス 2,735 2,667 2,844 2,703 2,685 ▲ 1

脱水 2,177 2,077 2,227 1,887 2,037 8

缶詰 86 86 86 77 118 50

その他冷凍 272 9 254 272 295 8

その他用途 1,270 1,229 1,125 962 934 ▲ 3

種いも 1,216 1,143 1,093 894 880 ▲ 1

飼料 54 86 32 68 54 ▲ 23

非出荷分 1,420 1,352 1,343 1,343 1,270 ▲ 5

生産農場での種いも、飼料 200 213 181 209 209 ▲ 1

損耗 1,220 1,139 1,157 1,134 1,066 ▲ 5

資料：USDA「野菜アウトルック」を基に機構作成
注１：年度は9月から翌年8月。
　２：出荷量にはUSDAの調査対象1４州以外の生産量を含まない。
　３：加工用仕向け量には、加工業者がUSDAの調査対象14州以外から調達したものを含む。
　４：2020年度出荷量の前年度比の増減率。
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流通在庫が払底し、同５０％増の大
幅な伸びを記録した。
・�２０２１年度産は、すでに約３０万ト
ンが飼料用として出荷されており、品
質に問題が生じている可能性がある。

６　おわりに

米国では、近年、西部の深刻な干ばつの
ほか、ハリケーンや竜巻などの自然災害が
多発しており、農産物への被害が発生して
いる上、米国北西部ワシントン州からカナ
ダにかけて発生した洪水によって大手ハン
バーガーチェーンが輸入フライドポテトの
調達難から、短期間ながら販売を制限する
事態となっている。米国西部の港湾の渋滞
や海上コンテナ不足、海上輸送運賃の急騰
など、サプライチェーンの諸問題も残され
たままである。

ＣＯＶＩＤ－１９のパンデミックについ
ても、新たな変異株の流行により、１月上
旬には米国で１日当たりの新規感染者数が
８９万人を超えて最多記録を更新してお
り、新たな規制が背後から迫ってきている
ようである。米国の野菜産業は、圃場作業、
包装施設で主にメキシコからの季節労働者
や移民に依存しているところが大きいた
め、パンデミック関連の規制が強化される
と、２０２２年度の野菜生産にも少なから
ず影響が生じる可能性がある。
本稿で紹介したように、特に加工用野菜
については、気象要因が生産量を大きく左
右し、米国におけるサプライチェーンの諸
問題も依然として解消されておらず、不確
定要因が極めて多いことから、安定供給を
確保するためには今後の動向を注視する必
要がある。


